
１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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H27 ha － H30 ha － R2 ha －

H28 ha － R1 ha － R2 ha －

H27 ha － H30 ha － R2 ha －

H27 ha － R2 ha － R2 ha －

H27 ha － R2 ha － R2 ha －

H27 ha － R2 ha － R2 ha －

　産地全体の面積拡大目標は徐々に拡
大傾向にあるものの達成できていな
い。今後取組主体と面談等を通し面積
拡大を進めていく。
　コスト削減目標については、高能率
機械導入により大幅なコスト削減とな
り目標達成できている。今後も同様に
取組みを継続しいただきたい。

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により物材
費等のコストが大幅に低減した
ことによる。
　今後は、より一層のコスト低
減に努めるとともに、目標とす
る産地全体の作付面積を達成す
るよう、中間管理機構等の活用
や離農者等からの農地集積など
面積拡大に向けて指導する。

R3評価

324,793円
/10a

合計
50.9

ながいも
14.0
ごぼう
17.3

にんじん
12.8

にんにく
6.9

－

【現状】主要作物の技
術・経営指標（平成27年9
月青森県農林水産部）に
より生産コストを算出。

【評価】農業者の確定申
告書及び作業日誌から、
農業経費、農業時間から
の人件費を算出したのち
耕作面積で割り10a当たり
の生産コストを算出し検
証する。

100.0%
507,871円

/10a

合計
46.1

ながいも
11.9
ごぼう
16.4

にんじん
10.9

にんにく
6.9

－
452,881円

/10a

合計
51.3

ながいも
13.5
ごぼう
16.9

にんじん
12.8

にんにく
8.1

－

東北町地域
担い手育成
総合支援協
議会

1-33-4 虫神地区

露地野菜
(ながい
も、ごぼ
う、にんじ
ん、にんに
く)

高性能機械の導入
による作業効率の
向上、規模拡大に
伴う中心的経営体
への集積、栽培マ
ニュアルに基づく
施肥管理の徹底を
推進することによ
り、生産コストの
削減を図る。

生産コストの
10％以上の削減
（10.8％削減）

R3評価

－

【現状】主要作物の技
術・経営指標（平成27年9
月青森県農林水産部）に
より生産コストを算出。

【評価】農業者の確定申
告書及び作業日誌から、
農業経費、農業時間から
の人件費を算出したのち
耕作面積で割り10a当たり
の生産コストを算出し検
証する。

100.0%

　輪作体系の取組みにより一部作物が
他の作物へと置き換わるところもみら
れるが、産地全体の目標面積は達成さ
れておりコスト削減目標も産地全体で
達成されていて非常に成果がみられる
と評価できる。
　取組主体ごとにみると、一部で面積
拡大目標を達成できなかったものがい
るがそれ以外は目標達成しいる。
　達成できなかったものは今後面談等
を通し計画の再確認と導入機械の効率
的な利用方法等を再検討しつつ今後目
標達成に向けてフォローしていく。

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により産地
全体の作付面積が目標値を上回
り、物材費等のコストも低減し
たことによる。
　今後も、事業効果が継続して
産地が維持されるよう、より一
層の栽培技術向上に向けて指導
する。

－
411,808円

/10a

合計
46.1

ながいも
20.1
ごぼう
7.1
大根
3.5

にんじん
1.0

にんにく
12.9

きゃべつ
1.5

－
390,679円

/10a

合計
50.1

ながいも
24.2
ごぼう
4.9
大根
0

にんじん
1.3

にんにく
17.9

きゃべつ
1.8

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により産地
全体の作付面積が目標値を上回
り、物材費等のコストも低減し
たことによる。
　今後も、事業効果が継続して
産地が維持されるよう、より一
層の栽培技術向上に向けて指導
する。

R3評価

東北町地域
担い手育成
総合支援協
議会

1-33-2
外・内蛇
沢地区

露地野菜
（ながい
も、ごぼ
う、にんに
く、だいこ
ん、にんじ
ん、キャベ
ツ）

高性能機械の導入
による作業効率の
向上、規模拡大に
伴う中心的経営体
への集積、栽培マ
ニュアルに基づく
施肥管理の徹底を
推進することによ
り、生産コストの
削減を図る。

生産コストの
10％以上の削減
（10.5％削減）

460,018円
/10a

合計
38.8

ながいも
17.4
ごぼう
5.5
大根
2.9

にんじん
0.5

にんにく
11.5

きゃべつ
1.0

合計
68.7

ながいも
27.1
ごぼう
9.3
大根
5.4

にんじん
0.8

にんにく
22.9

キャベツ
2.6

たまねぎ
0.6

－

【現状】主要作物の技
術・経営指標（平成27年9
月青森県農林水産部）に
より生産コストを算出。

【評価】農業者の確定申
告書及び作業日誌から、
農業経費、農業時間から
の人件費を算出したのち
耕作面積で割り10a当たり
の生産コストを算出し検
証する。

100.0%

　輪作体系の取組みにより一部品目で
の目標面積は下回っているものの、産
地全体の作付面積は目標値を上回って
いる。
　また、取組主体ごとにみても全員が
目標を達成できており、取組の効果が
表れていると評価できる。
　産地全体でのコスト削減目標も達成
できており、高能率機械導入により作
付面積及びコストの低減効果みられて
いると評価できる。

合計
58.0

ながいも
20.3
ごぼう
10.3
大根
8.8

にんじん
0.5

にんにく
17.7

キャベツ
0.4

－
490,682円

/10a

合計
66.1

ながいも
23.1
ごぼう
11.8
大根
9.0

にんじん
0.5

にんにく
19.3

キャベツ
2.4

－
399,052円

/10a

　平成29年度から年2～3回、取組主体
に対し湛水直播栽培の優位性と栽培上
のポイント等の指導を行ってきた。ま
た、本指導時には、併せて直播栽培の
生産コストの把握方法を指導し、生産
コスト低減を阻害する要因の洗い出し
も行った。
　その結果、令和２年度に目標を達成
した。
　達成した要因を解析した結果、物材
費並びに労働費の低減が大きく、減価
償却費は依然として目標を上回ってい
ることが判明した。また、取組面積
は、目標を満たしていなかった。
　これらのことから、今後は、生産コ
ストの一層の低減のため、新規の資本
装備の抑制と湛水直播栽培の優位性を
生かした取組面積の拡大を引き続き指
導していくこととする。

　高性能な直播田植機等の導入
により生産コストが低減され、
成果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により物材
費と労働費が低減したことによ
る。
　今後は、物材費及び労働費の
一層の低減に努めるとともに、
新規の機械導入を抑制して減価
償却費の増加を防ぐなどのコス
ト低減に努めるよう指導する。
また、取組面積が目標を満たし
ていないため、面積拡大の抑制
要因である雑草防除を効果的に
実施できる栽培体系を構築する
よう指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

東北町地域
担い手育成
総合支援協
議会

1-33-1
長久保地
区

露地野菜
（ながい
も、だいこ
ん、ごぼ
う、にんに
く、にんじ
ん、きゃべ
つ）

高性能機械の導入
による作業効率の
向上、規模拡大に
伴う中心的経営体
への集積、栽培マ
ニュアルに基づく
施肥管理の徹底を
推進することによ
り、生産コストの
低減を図る。

生産コストの
10％以上の削減
（10.8％削減）

549,802円
/10a

85,707円
/10a

17.7 －

　移植栽培と直播栽培を
作業日誌及び確定申告
データで分離し、10a当り
生産コストから算出す
る。

100.0%
95,833円
/10a

18.0 －
85,717円
/10a

119.0 －
つがる市地
域農業再生
協議会

1-21-1

つがる市
つがるに
しきた超
低コスト
稲作実施
地区

水稲
(直播)

高性能な直播田植
機等の導入によ
り、取組面積を拡
大して10a当たりの
生産コストの10％
以上の削減を実現
する。

生産コストの
10％以上の削減
（10.6％削減）

　産地の農業者の確定申
告データから10a当たりの
生産コストを算出

0.0%

　地域内の農地取得に努めるほか、黒
星病の対策のため薬剤のコスト低減は
難しいが、資材費等他のコストの低減
を組合一体となって目標達成にむけて
経営の最適化を図る必要がある。

　最新のスピードスプレイヤー
の導入により散布効率が向上
し、適期散布が可能となったも
のの、成果目標の達成に至らな
かった。
　要因は、近年多発する黒星病
対策に伴う薬剤費の増加によ
り、コスト削減ができなかった
ことによる。
　今後は、成果目標の達成に向
けて、削減可能なコストの見直
しや耕種的防除も併せた効率的
な病害虫防除の対策を実施する
よう指導を徹底する。また、取
組目標が面積に達していないこ
とから、地域内の農地取得等に
より面積を拡大するよう指導す
る。

R2評価済み
R3再評価

248,562円
/10a

103.4 －
320,948円

/10a
100.4 －

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

ひろさき農
業総合支援
協議会

2-06-7
下湯口地
区

果樹
（りんご）

スピードスプレ
ヤーのリース導入
による共同防除体
制の強化により、
労働力の確保・調
整を図る。

生産コストの
10％以上の削減
（10.8％の削
減）

278,644円
/10a

103.4 －

－

　生産者の農業者の確定
申告データより10a当たり
の生産コストを算出

0.0%

　目標達成に向けて組合員全員が地域
内の農地取得に努めるほか、経費削減
意識をしっかり持ちながら、経営の最
適化を図る必要がある。

　最新のスピードスプレイヤー
の導入により散布効率が向上
し、適期散布が可能となったも
のの、成果目標の達成に至らな
かった。
　要因は、近年多発する黒星病
対策に伴う薬剤費の増加によ
り、コスト削減ができなかった
ことによる。
　今後は、成果目標の達成に向
けて、削減可能なコストの見直
しや耕種的防除も併せた効率的
な病害虫防除の対策を実施する
よう指導を徹底する。また、取
組目標が面積に達していないこ
とから、地域内の農地取得等に
より面積を拡大するよう指導す
る。

－
290千円
/10a

14.5 －
403千円
/10a

10.6

　最新のスピードスプレイヤー
の導入により散布効率が向上
し、適期散布が可能となったも
のの、成果目標の達成に至らな
かった。
　要因は、近年多発する黒星病
対策に伴う薬剤費の増加や規模
拡大に伴う人件費の増加によ
り、コスト削減ができなかった
ことによる。
　今後は、成果目標の達成に向
けて、削減可能なコストの見直
しや効率的な病害虫防除の対策
を実施するよう指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

ひろさき農
業総合支援
協議会

2-06-5
糠坪・創
生共防地
区

果樹
（りんご）

スピードスプレ
ヤーのリース導入
による共同防除体
制の構築により、
労働力の確保・調
整を図る。

生産コストの
10％以上の削減
（10.0％削減）

323千円
/10a

11.1

13.7 －

　産地の農業者の確定申
告データから10a当たりの
生産コストを算出

0.0%

　資材費等他の経費削減にも努める必
要がある。

8.6 －
288千円
/10a

11.2 －
408千円
/10a

ひろさき農
業総合支援
協議会

2-06-4
前坂共同
防除地区

果樹
（りんご）

スピードスプレ
ヤーのリース導入
による共同防除体
制の構築により、
労働力の確保・調
整を図る。

生産コストの
10％以上の削減
（10.0％削減）

321千円
/10a

年
度

導入・定着の取組の実
施内容又は処理量 又は処理量 又は処理量

年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度

面積 生産量、出荷量、

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量、出荷量

産地生産基盤パワーアップ事業
都道府県事業評価報告書（収益性向上対策）

地域協議会
名

整理番
号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

事後評価の検証方法(※定
量的な検証ができるこ
と。)



H27 ha － R2 ha － R2 ha －

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

H28 ha kg
円
/kg

R2 ha kg
円
/kg

R2 ha kg
円
/kg

円
/kg

円
/kg

H27 ha H30 ha R2 ha kg 円
円
/kg

円
/kg

H29 ha kg
円
/kg

R1 ha kg
円
/kg

R2 ha kg
円
/kg

円
/60
㎏

円
/60
㎏

H27 ha kg
円
/kg

H30 ha kg
円
/kg

R2 ha kg
円
/kg

円
/kg

円
/kg

H27 ha ###
円
/10
ａ

R1 ha
円
/10
ａ

R2 ha
円
/10
ａ

円
/60
㎏

円
/60
㎏

96,966円
/10a

　産地の農業者
の確定申告デー
タにより10a当た
りの販売額を算
出

0.0%

　新型コロナウイルス感染
拡大に伴う需要の減少及び
過剰供給が、米価の下落に
繋がり、販売額が減少した
と考えられる。
　今後は、きめ細やかな情
報提供を行い、需給に応じ
た作付けを促すことで、良
質米の安定生産と米価の安
定を図り所得向上に繋げ
る。

　高性能機械や乾燥調整施設
を導入したが販売額が伸び
ず、成果目標の達成には至ら
なかった。
　要因は、新型コロナウイル
ス感染症拡大に伴う米需要の
減少や過剰供給に起因した米
価下落により、販売額が減少
したことによる。
　今後は、新型コロナウイル
ス感染症や少子高齢化による
需要減少が見込まれる中でも
米生産による収益を確保でき
るよう、気象条件に応じた適
正な肥培管理や水管理、病害
虫の防除をはじめ、適期刈取
りといった基本技術の励行を
徹底するなど関係機関が一体
となって指導するとともに、
需要に応じた品種構成の見直
しを促す。

R2評価済み
R3再評価

113,099 －

まっしぐら
11,582

つがるロマ
ン

11,787
青天の霹靂
13,000

まっしぐら
13,321

つがるロマ
ン

15,057
青天の霹靂
15,600

まっしぐら
0.869

つがるロマ
ン

0.852
青天の霹靂

0.833

－ 125,976 －
113,099円
/10ａ

1,061 －
114,319円

/10ａ
986.0 － －

125,976円
/10ａ

986.0
黒石市農業
再生協議会

1-07-2 黒石地区 水稲

①良食味新品種
「青天の霹靂」の
産地形成推進
②極良食味米の安
定生産に向けた適
期内作業等の技術
確立
③適期作業の徹底
に向けた高性能機
械の導入
④食味向上を目指
した乾燥調製施設
の導入

販売額の10％以
上の増加
（10.2%増加）

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

0.981
358,000円

/10a

　有限会社イー
エム総合ネット
弘前の販売実績
より10a当たりの
販売額を算出。

0.0%

　全国的な豊作基調の中
で、想定していた量を年内
で販売することができず、
在庫が前年比160％になっ
てしまい、販売額が落ち込
んだ。

　集出荷貯蔵施設やスピード
スプレイヤーを導入したが販
売額が伸びず、成果目標の達
成には至らなかった。
　要因は、市場のりんごが少
なくなる端境期での高単価販
売を目指して貯蔵していたり
んごの販売不振による。
　今後は、りんごの販売力強
化を図るため、多品種を栽培
している強みを生かし、導入
した施設等を活用した高品質
なりんごの栽培管理及び営業
活動による販売額の向上を徹
底するよう指導する。また、
目標とする取組面積を満たし
ていないことから、中間管理
機構等の活用により面積拡大
を図るよう、関係機関と一体
となって指導する。

226,080 203.51 － 209 21342.0 1,290,000 222.05 －
365千円
/10a

12.6
620千円
/10a

15.1 371,920 251,60 －
682千円
/10a

0.0%

　地域内の農地取得に努め
るほか、令和３年産に向
け、適切な雑草管理を行う
とともに圃場における用排
水や明渠等の整備をしっか
り行い、湿害対策に努め、
早期目標達成を目指すこ
と。

　高性能な普通型コンバイン
を導入したが販売額が伸び
ず、成果目標を達成すること
ができなかった。
　要因は、雑草管理や排水対
策が不十分であったため、品
質及び収量が低かったことに
よる。
　今後は、団地化や排水対策
を確実に進め、品質及び収量
の向上に努めるよう指導を徹
底する。また、目標とする取
組面積を満たしていないこと
から、中間管理機構等の活用
により面積拡大を図るよう、
関係機関と一体となって指導
する。

R2評価済み
R3再評価

ひろさき農
業総合支援
協議会

2-06-1
悪戸・
イーエム
地区

果樹
（りんご）

氷温冷蔵庫や選果
機等の設備を持っ
た集出荷貯蔵施設
の整備、栽培面積
拡大に向けた効果
的な防除・除草作
業のため、スピー
ドスプレヤー・乗
用草刈機のリース
導入

販売額の10％以
上の増加
（10.0%増加）

8,498 11,820 0.719
5,544円
/10a

　産地の農家の
確定申告データ
等により、10a当
たりの販売額を
算出

-
7,711円
/10a

76.0 85,140 68.8 －105.5 －
16,285円
/10a

91.6 127,428 117.1
ひろさき農
業総合支援
協議会

1-06-8

藤代
・船沢
・高杉
地区

大豆

小麦から大豆への
転換による作付拡
大を行い、高品質
な大豆の適期収穫
を図るため、高性
能な普通型コンバ
インを導入する。

販売額の10％以
上の増加
（19.9%増加）

13,584
円/10a
(H27)

91.6 117,928

100.0%

　農地中間管理事業を活用
する等、地区内の農地の取
得に努めるほか、産地確立
に向けて計画的に取り組ん
でいく。

　トラクター等の導入により
成果目標は達成しているが、
面積要件を満たしていないた
め、目標未達成となってい
る。
　要因は、農地中間管理事業
への申込など農地取得に向け
た取組を実施しているもの
の、地域内で栽培に適した農
地を取得できなかったことに
よる。
　今後は、栽培面積の拡大に
向け、引き続き農地中間管理
事業の活用等により栽培に適
する農地を取得するよう関係
機関一体となって指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

288 331 0.870
249,319円

/10a

　事業者の販売
額をもとに、10
ａ当たりの販売
額を算出。

－
286,574円

/10a
0.03 342.86 250.75 －－ －

83,000円
/10a

20.0 － －
ひろさき農
業総合支援
協議会

1-06-6 相馬地区
トマト
(露地栽培)

トラクターや各種
アタッチメントの
導入により作業効
率を向上させ、加
工用トマトから生
食用トマトへの転
換を可能にすると
ともに、面積の拡
大による出荷量の
確保を行い販売額
の増加を図る。

販売額の10％以
上の増加
（13.9%増加）

72,864円
/10a

5.4 －

3,518,645円
/10a

　現状値販売額
及び目標年度販
売額を栽培面積
で除して10a当た
り販売額を算出
する。

100.0%

　産地の取組が着実に実施
されたことにより、販売額
が10％以上増加し、目標を
達成した。
　引き続き、市や農協等の
関係機関と連携し、生産支
援等を行っていく。

　パイプハウスの新設による
作付面積の拡大や２段換気資
材等の導入により、収量増加
と品質向上が図られたほか、
初夏摘房や葉面散布実施によ
り、価格が高い時期の収量が
増加し、成果目標を達成する
ことができた。
　要因は、産地全体で成果目
標の達成に向けた上述の取組
を計画的に実施してきたこと
による。
　今後も、事業効果が継続し
て産地が維持されるよう講習
会や個別巡回を通して栽培技
術を指導する。
　なお、目標未達成者は、労
働力不足により出荷形態を変
更したことから、労働力確保
に向けた取組を進めるなど、
販売額向上に向けた支援等を
進めていく。

R3評価

591.1 － 697 669 1.042108,685 687.6 －
3,376,818円

/10a
2.24 127,9511.995 91,127 687.6 －

3,455,197円
/10a

2.163

出荷量 出荷量 出荷量

青森市地域
農業再生協
議会

1-01-1

ミニトマ
ト部会青
森支部地
区

施設野菜
（ミニトマ
ト）

ミニトマトの品質
向上及び収量増加
の取組により販売
額の増加を図るた
め、2段換気資材、
養液土耕栽培シス
テムを導入し、パ
イプハウスを新設
し、産地全体で初
夏摘房及び葉面散
布の徹底を実施す
る。

販売額の10％以
上の増加
（10.0%増加）

3,140,975円
/10a

面積 生産量又は 価格 (販売単価) 生産コスト 年
度 導入・定着の取組

の実施内容

年
度

面積 生産量又は 価格 (販売単価) 生産コスト 年
度

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は 価格 (販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正後
の実績

事後評価の検証
方法(※定量的な
検証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

事業実施前
年度

目標年度

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により作業
効率が向上して労働コストの削
減が図られたほか、施肥管理の
徹底により栽培コストが低減し
たことによる。
　今後も、事業効果が継続して
産地が維持されるよう栽培技術
等について指導する。
　なお、目標未達成者は、H31
年のごぼうの価格低下によりR2
の作付を中止したので、目標達
成に向け、輪作や作付品目の構
成等について指導していく。

R3評価

地域協議会
名

整理番
号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

930.0 －

　農業者の青色申告決算
書等から所得を算出し検
証する。

100.0%

　機械導入による作業効率の向上と農
地の集約により目標を達成した。

765.9 －
275,064円

/10a
851.7 －

254,238円
/10a

六ヶ所村農
業再生協議
会

1-34-1
六ヶ所村
地区

露地野菜
（長芋、ご
ぼう、大
根、にんじ
ん、にんに
く、たまね
ぎ）

高性能機械の導入
による作業効率の
向上と農地の集
約、栽培マニュア
ルに基づく施肥管
理の徹底により栽
培コストの生産を
図る。

生産コストの
10％以上の削減
（11.1％削減）

309,263円
/10a



H28 ha
円
/10
ａ

R1 ha
円
/10
ａ

R2 ha
円
/10
ａ

円
/㎏

円
/㎏

H27 ha 円 H30 ha 円 R2 ha 円
円
/㎏

円
/㎏

H28 ha kg
円
/kg

H30 ha kg
円
/kg

R2 ha kg
円
/kg

kg kg

H27 ha kg
円
/60
kg

H30 ha kg
円
/60
kg

R2 ha kg
円
/60
kg

円
/60
kg

円
/60
kg

H27 ha kg
円
/kg

H30 ha
Ｋ
ｇ

円
/kg

R2 ha kg
円
/kg

kg kg

H28 ha kg
円
/kg

－ R2 ha kg
円
/kg

R2 ha kg 円
円
/㎏

円
/㎏

H27 ha
㎏
/10
a

円
/10
a

H30 ha
㎏
/10
a

円
/10
a

R2 ha
㎏
/10
a

円
/10
a

円 円

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

0.981
383,359円

/10a

　産地における
農協等出荷者の
販売額をもとに
10a当たりの販売
金額を算出す
る。

100.0%

　高品質な果実が生産さ
れ、目標を大幅に上回る成
果となった。
　また、価格補正後の実績
でも目標を達成したので、
今後も取組の支援を継続す
る。

　最新のスピードスプレイ
ヤー等の導入により販売額が
増加し、成果目標を達成する
ことができた。
　要因は、高性能機械の導入
により適期防除が可能とな
り、高品質なりんご生産を実
現できたことによる。
　今後も、事業効果が継続し
て産地が維持されるよう指導
する。

1,943.2 201.1 － 209 21375.0 1,349 244.9 －
390,784円

/10a
66.23

299,966円
/10a

65.0 1,227 244.5 －
330,417円

/10a

100.0%

　機械の導入により面積拡
大やきめ細かな栽培管理が
可能となり目標を達成し
た。
　今後も、高品質で安定生
産体制を継続していく。

　ねぎ収穫機等の導入により
販売額が増加し、成果目標を
達成することができた。
　要因は、高性能機械の導入
により作付面積の拡大や作業
効率の向上が図られたことに
よる。
　今後は、事業効果が継続し
て産地が維持されるよう栽培
技術を指導する。
　なお、目標未達成者は、活
着不良により減収となったこ
とから、耕起を丁寧に行うな
ど、基本技術の徹底を呼びか
けていく。

R3評価

つがる市地
域農業再生
協議会

2-21-1
森田町東
共同防除
地区

果樹
(りんご)

高性能なスピード
スプレーヤーの導
入により取組面積
の拡大を図るとと
もにトレリス導入
により品質向上を
図り、販売金額の
10％以上の増加を
実現する。

販売額の10％以
上の増加
（10.2％増加）

308 323 0.954
556,502円

/10a

　農協への出荷
伝票により10a当
たり販売金額を
算出する。

－
583,335円

/10a
28.26 578,183 285 －264 －

450,100円
/10a

22.4 490,000 266

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

つがる市地
域農業再生
協議会

1-21-3

つがるに
しきた農
協つがる
野菜部会
ねぎ班地
区

野菜
(ねぎ)

ねぎ移植機、収穫
機、根切り・葉切
り・皮剥機、選別
機の導入により、
収穫時間及び調整
時間を短縮し、作
付面積の拡大やき
め細かな栽培管理
が可能となり、販
売金額の増加を実
現する。

販売額の10％以
上の増加
（347.2％増加）

100,642円
/10a

22.4 487,776

0.901
639,041円

/10a

　ＪＡ出荷伝票
により10a当たり
販売金額を算出
する。

0.0%

　8月～9月の高温により、
萎凋病や軟腐病が発生し減
収したため、成果目標の達
成には至らなかった。
　次年度以降は、栽培技術
の向上に係る指導を強化
し、目標の達成を目指す。

　ねぎ収穫機等の導入により
作付面積を拡大することがで
きたが、成果目標の達成には
至らなかった。
　要因は、播種後の大雨や夏
期の高温により萎凋病や軟腐
病が発生して減収したことに
よる。
　今後は、関係機関と連携
し、単収向上に向けた土づく
りや病害虫防除に関して指導
する。

294,330 296 － 291 32311.5 323,150 286 －
709,258円

/10a
12.3

730,975円
/10a

11.5 312,570 269 －
804,357円

/10a

つがる市地
域農業再生
協議会

1-21-2

つがる市
ごしょつ
がる農協
ねぎ部会
地区

野菜
(ねぎ)

ねぎ収穫機とねぎ
皮剥機の導入によ
り、収穫時間及び
調整時間を短縮
し、作付面積の拡
大やきめ細かな栽
培管理が可能とな
り販売額を増加

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

0.765
8,577円
/10a

　取組主体にお
ける農協の大豆
の精算書及び取
引先の検査格付
結果通知から10a
当たりの販売金
額を算出する。

0.0%

　は種後の大雨による発芽
不良に加え、高温による株
の枯死が発生したため、収
量及び品質が大きく低下
し、目標達成には至らな
かった。
　今後の目標達成のため、
以下の３項目について、重
点的に指導を行っていく。
①大豆の作付面積増加のた
めの作業受託面積増加とほ
場の一層の団地化の推進
②近年の気象変動に的確に
対応するの作業体系の見直
し
③販売金額向上のための従
来の出荷先以外の契約栽培
先の開拓と確保

　汎用コンバイン等の導入に
より適期作業できるように
なったが、成果目標の達成に
は至らなかった。
　要因は、近年、大雨や高温
等の気象影響を受けて生育が
不安定となり、収量・品質が
大きく低下したことによる。
　今後は、成果目標の達成に
向けて、気候変動に的確に対
応した栽培管理技術の励行を
指導するとともに、年度によ
り販売価格が大きく変動し、
安定した所得の確保に至って
いないことから、契約栽培を
一層効果的で実施可能な新た
な販売先の開拓、確保のた
め、各種情報を積極的に提供
していく。

163,770 4,436 － 9,043 11,820154.0 350,400 4,789 －
11,174円

/10a
108

16,510円
/10a

118.0 252,540 4,629 －
18,161円
/10a

五所川原市
農業再生協
議会

1-20-1
金木町嘉
瀬地区

大豆

大豆の高品質安定
生産及び栽培面積
拡大に向けたは種
機、汎用コンバイ
ン、乾燥調整用機
械の導入により販
売金額の10％以上
の増加を実現す
る。

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

1.008
486,785円

/10a

　出荷データ及
び帳簿等により
10a当たりの販売
額を算出

0.0%

　土壌病害が発生したこと
により、作付け面積の減少
及び品質の低下も見られ
た。
　今後は、ほ場を更新等の
適切な対策に取り組むこと
で、病害のない良品生産を
行い、目標の達成を期待す
る。

　乗用にんにく植付機の導入
により作業効率は向上したが
販売額は低下し、成果目標の
達成には至らなかった。
　要因は、土壌病害が発生し
た影響で作付面積が減少した
上、品質が低下して販売単価
が下がり、販売額が大幅に減
少したことによる。
　今後は、成果目標の達成に
向けて、土壌病害の影響を減
らして良品生産できるよう関
係機関一体となって対策を指
導する。

3,341 1,156 － 1,491円 1,4791.1 4,900 1,450 －
482,922円

/10a
0.8

1,006,200円
/10a

1.0 3,600 1,450 －
1,110,182円

/10a
三戸町農業
再生協議会

1-14-4 猿辺 にんにく

乗用にんにく植付
機の導入による水
稲からにんにくへ
の作付転換と、省
力化に伴うきめ細
やかな栽培管理の
徹底による販売額
の増加

販売額の10％以
上の増加
（10.3％増加）

0.0%

　8月下旬から9月上旬の猛
暑による日焼け果や腐らん
病の影響により、品質が低
下したことによる販売額の
減少が考えられる。
　組合員に対し、引き続き
耕種的防除や薬剤散布の適
期防除等きめ細かな指導を
行うことにより、高品質り
んごの安定生産が図られ所
得向上に繋がるものと考え
る。

　最新のスピードスプレイ
ヤーの導入により散布効率が
向上し、適期散布が可能と
なったものの、成果目標の達
成に至らなかった。
　要因は、夏期の猛暑による
日焼け果や腐乱病の発生によ
り品質が低下し、販売額が低
下したことによる。
　今後は、成果目標の達成に
向けて、栽培管理の徹底によ
り天候や病害虫の影響に左右
されない高品質りんごの安定
生産を図るとともに、病害虫
防除対策の徹底に努めるよう
指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

209 213 0.981
359,192円
/10ａ

　産地の農業者
の確定申告デー
タにより10a当た
りの販売額を算
出

－
366,149円
/10ａ

17 － 60,707,540 －42,634,686 －
426,500円
/10ａ

16.0 － 68,240,000

R2評価済み
R3再評価

（ＪＡ津軽
みらい黒石
地区果樹産
地協議会）
黒石市果樹
産地協議会

2-07-2
中野田代
平地区

果樹
（りんご）

高性能なスピード
スプレヤーのリー
ス導入により稼働
台数を削減し、生
産者の労力削減と
作業効率が改善さ
れ適期作業が行わ
れることで、高品
質なりんごの生産
が可能となり販売
額を増加。

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）

387,588円
/10ａ

11.0 －

1.042
648,324円
/10ａ

　産地の農業者
の確定申告デー
タにより10a当た
りの販売額

0.0%

　8月下旬から9月上旬の猛
暑による日焼け果や腐らん
病の影響により、品質が低
下したことによる販売額の
減少が考えられる。
　組合員に対し、引き続き
耕種的防除や薬剤散布の適
期防除等きめ細かな指導を
行うことにより、高品質り
んごの安定生産が図られ所
得向上に繋がるものと考え
る。

　最新のスピードスプレイ
ヤーの導入により散布効率が
向上し、適期散布が可能と
なったものの、成果目標の達
成に至らなかった。
　要因は、夏期の猛暑による
日焼け果や腐乱病の発生によ
り品質が低下し、販売額が低
下したことによる。
　今後は、成果目標の達成に
向けて、栽培管理の徹底によ
り天候や病害虫の影響に左右
されない高品質りんごの安定
生産を図るとともに、病害虫
防除対策の徹底に努めるよう
指導する。

－ 622,192 － 222 213140.0 － 717,848 －
622,192円
/10ａ

123
652,532円

/10ａ
113 － 652,532 －

717,848円
/10ａ

（ＪＡ津軽
みらい黒石
地区果樹産
地協議会）
黒石市果樹
産地協議会

2-07-1
浅瀬石
地区

果樹
(りんご)

現在８ある共同防
除組織を1つの共同
防除組織に集約
し、スピードスプ
レヤーのリース導
入で作業効率が改
善され適期作業が
行われることで、
高品質なりんごの
生産が可能となり
販売額を増加

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）
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100.0%

　目標は達成した。
　今後も、基本技術の励行
に努め、高品質・安定生産
に取り組む。

　最新のスピードスプレイ
ヤー等の導入により販売額が
増加し、成果目標を達成する
ことができた。
　要因は、高性能機械の導入
により適期防除が可能とな
り、高品質なりんご生産を実
現できたことによる。
　今後も、事業効果が継続し
て産地が維持されるよう指導
する。

R2評価済み
R3再評価

222 213 1.042
594,088円
/10ａ

　組合員の確定
申告書の写し等
の販売金額がわ
かる関係書類を
もとに10ａ当た
りの販売金額を
算出する。－

570,142円
/10ａ

21.6 － － －－ －
551,501円
/10ａ

20.3 － －

R2評価済み
R3再評価

板柳町農業
再生協議会

2-24-1
掛落林共
同防除地
区

果樹
(りんご)

高性能なスピード
スプレーヤーの導
入による防除作業
面積の拡大を図る
ことに加え、果実
品質の向上と競争
力のある品種の生
産拡大により販売
金額の10％以上の
増加を実現する。

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）

501,364円
/10ａ

20.3 －

0.719
7,956円
/10a

　産地における
生産者の販売額
をもとに10a当た
りの販売額を算
出する。

0.0%

　昨年に比べ収穫量、等級
共に低下し、目標達成には
至らなかった。
　は種後のほ場の乾燥によ
る発芽率の低下に伴い、単
収も例年に比べ低下した。
　また、作付ほ場の排水性
が改善されていないため、
収穫期の降雨により収穫時
期が遅れ、品質も低下し
た。
　今後は、基本技術の励行
に一層努めるとともに気象
の変化に的確に対応した作
業を実施して目標達成を目
指す。

　高性能なコンバイン等の導
入により適期作業が可能と
なったが、成果目標の達成に
は至らなかった。
　要因は、播種後の乾燥によ
る発芽率の低下や収穫期の降
雨による品質の低下による。
　今後は、高畦栽培や暗渠設
置など基本技術の励行を徹底
するよう指導する。69,720 3,736 － 8,498 11,82045.0 98,550 4,478 －

11,065円
/10a

39.2
14,844円
/10a

32.0 64,470 4,409 －
16,346円
/10a

100.0%

　目標は、達成した。
　今後も農協等と連携しな
がら生産指導の強化に努め
る。

　高性能なコンバインの導入
により販売額が増加し、成果
目標を達成することができ
た。
　要因は、高性能機械の導入
により適期収穫が可能とな
り、高品質な米生産を実現で
きたことによる。
　今後は、農地集積による作
付面積の拡大を図るほか、良
質米の安定生産を継続し産地
として栽培管理技術の向上に
努めるよう指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

板柳町農業
再生協議会

1-24-4
板柳町五
林平地区

大豆

高畦栽培と暗
きょ、明きょ設置
の徹底による湿害
対策の実施、 高性
能管理機を導入し
適期の中耕・培土
作業の実施による
高品質大豆の生
産、耕耘同時畝立
は種技術の導入、
作業受託面積の拡
大による大豆作付
面積の拡大、高性
能コンバインを導
入し適期作業の実
現による高品質・
安定生産

販売額の10％以
上の増加
（10.1％増加)

13,216 13,321 0.992
99,612円
/10a

　産地における
生産者の販売額
をもとに10a当た
りの販売金額を
算出する。

－
100,415円

/10a
94.3 486,120 11,683 －9,480 －

96,659円
/10a

96.0 536,284 10,382

R3評価

板柳町農業
再生協議会

1-24-4
板柳町五
林平地区

水稲

移植栽培から乾田
直播栽培への転
換、「青天の霹
靂」の導入と栽培
面積拡大による産
地形成、農地中間
管理事業等を活用
した中心的経営体
の農地集積と団地
化に伴い、トラク
ター・コンバイン
等の高性能農業機
械を導入し、適期
作業の実現により
高品質・安定生
産、品質向上

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）

87,848円
/10a

96.0 533,760

1.120
129,454円

/10a

　産地における
農協出荷への販
売額をもとに、
10a当たりの販売
額を算出する。

100.0%

　目標は、達成した。
　今後もより一層農協等と
連携しながら、生産指導の
強化に努める。

　高性能なコンバイン等の導
入により販売額が増加し、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、高性能機械の導入
により適期収穫が可能とな
り、高品質な米生産を実現で
きたことによる。
　今後も、良質米の安定生産
を継続するため、産地として
栽培管理技術の向上に努める
よう指導する。

694,658 194 － 14,923 13,321136.8 775,288 182 －
115,584円

/10a
117

87,848円
/10a

65.5 365,687 157 －
96,703円
/10a

0.0%

　昨年に比べ収穫量、等級
共に改善傾向にあるが、目
標達成には至らなかった。
　今後も湿害対策を中心と
した基本技術の励行の徹底
と有利販売を実現する販売
先の新規開拓を指導する。

　最新の管理機導入により適
期作業が可能となったが、成
果目標の達成には至らなかっ
た。
　要因は、コロナ禍による国
内需要の減少により、取引価
格が低下したことによる。
　今後は、高畦栽培や暗渠設
置など基本技術の励行を徹底
するとともに、販売金額の向
上に向けて有利販売できる新
規販売先開拓の確保に努める
よう指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

板柳町農業
再生協議会

1-24-3
板柳町
高増地区

水稲

特Ａ品種「青天の
霹靂」導入と栽培
面積拡大による産
地形成、農地中間
管理事業、農業経
営基盤強化促進法
に基づく利用権設
定等を活用した中
心的経営体の農地
の集積と団地化に
伴うきめ細やかな
栽培管理による高
品質・安定生産、
高性能農業機械の
導入による品質向
上

販売額の10％以
上の増加
（10.1％増加)

9,043 11,820 0.765
9,146円
/10a

　産地における
農協出荷への販
売金額をもと
に、10a当たりの
販売額を算出す
る。

－
11,956円

/10a
22.8 41,760 3,921 －4,400 －

17,077円
/10a

22.0 49,720 4,560

R2評価済み
R3再評価

板柳町農業
再生協議会

1-24-2
板柳町
狐森地区

大豆

・管理機を導入
し、適期の中耕・
培土作業の実施に
よる高品質大豆生
産の実現を図る。
・高畦栽培と
暗ょ、明きょ設置
の徹底による湿害
対策の実施
・耕耘同時畝立は
種技術の導入
・作業受託面積の
拡大による作付面
積の拡大

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）

15,520円
/10a

10.0 21,480

0.971
107,449円

/10a

　産地における
農協出荷への販
売額をもとに、
10a当たりの販売
額を算出する。

100.0%

　目標は達成した。
　今後も高品質・安定生産
を継続できるよう指導して
いく。

　高性能なコンバインの導入
により販売額が増加し、成果
目標を達成することができ
た。
　要因は、高性能機械の導入
により適期収穫が可能とな
り、高品質な米生産を実現で
きたことによる。
　今後は、農地集積による作
付面積の拡大を図るほか、良
質米の安定生産を継続し産地
として栽培管理技術の向上に
努めるよう指導する。

91,950 193 － 13,434 13,82918.0 97,940 172 －
110,658円

/10a
16

96,907円
/10a

18.0 26,400 155 －
106,598円

/10a
板柳町農業
再生協議会

1-24-1
板柳町赤
田地区

水稲

「青天の霹靂」導
入と栽培面積拡大
による産地形成、
農地中間管理事業
を活用した農地の
集積と団地化によ
るきめ細やかな栽
培管理の実施に基
づく高品質多収生
産、高性能農業機
械の導入に伴う適
期収穫の実現

販売額の10％以
上の増加
（10.0％増加）

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

契約栽培のた
め、価格補正
は行わない。

－ －

　組合の確定申
告データ、出荷
データ、販売
データ等により
10a当たりの販売
金額を算出す
る。

0.0%

　令和元年度より販売金額
は増加したものの、青首大
根が８～９月にかけての猛
暑の影響で成長が極端に早
まり、品質低下したことか
ら、一部収穫出来ず、廃棄
となった。
　また、白首大根の一次加
工品が、新型コロナウイル
ス流行に伴う外食産業の営
業自粛の影響で、販売量が
契約数量より減少、にんじ
んも販売量が契約数量より
減少し、目標達成には至ら
なかった。
　今後は目標達成に向け、
栽培管理をはじめ需要の動
向も予測・注視し経営を
行っていくよう取組主体を
指導する。

　高性能なトラクターの導入
により作付面積は拡大した
が、成果目標の達成に至らな
かった。
　要因は、夏期の猛暑により
だいこんの品質が低下したこ
とや、コロナ禍による営業自
粛の影響で販売数量が減少し
たことによる。
　今後は、関係機関と連携
し、不順天候に対応した栽培
ができるよう栽培技術の向上
に向けた指導を強化するとと
もに、需要の動向を予測・注
視した経営を行うよう指導す
る。

2,080,062 59.8 － － －140.0 3,505,000 61.4 －
89,545円

/10a
139.27

139,679円
/10a

100.0 2,455,867 56.9 －
153,766円

/10a

7.6%

R2年の実績からみると目標
には届いていないがR元年
度時点で目標を達成できて
いるため、R2年の実績は新
型コロナウイルス感染症に
よる影響と考えられる。特
に県外取引先への干しりん
ご（ドライフルーツ）、
ジャム、ジュース等の加工
品の販売が著しく低下し
た。
今後は新型コロナウイルス
感染症の影響で不安定な状
況だが、目標達成に向けて
干しりんごの少量パック等
の新たな加工品の開発や秋
田県の県外農協等の新規取
引先の開拓といった販売強
化の取組を支援していく。

　高性能なりんご選果機の導
入により選果作業が省力・効
率化されて収益性が向上した
が、成果目標の達成には至ら
なかった。
　要因は、コロナ禍によるり
んご加工品の販売額減少によ
る。
　今後は、令和元年実績では
目標達成していたことを踏ま
えつつ、販売先の開拓など目
標達成に向けた加工品等の販
売強化を引き続き図るよう指
導する。

R3評価

りんご加工品
等は契約栽培
のため、価格
補正は行わな
い。

深浦町担い
手育成総合
支援協議会

1-23-1 舮作地区
野菜
(だいこん
にんじん)

高性能なトラク
ターの導入による
緑肥作物のすき込
み、耕起、除草、
中耕・培土、収穫
作業等の時間の短
縮に伴う作付面積
の拡大ときめ細や
かな栽培管理で高
品質なだいこん、
にんじんの生産が
可能となることに
より販売金額の
10.0％以上の増加
を実現する。

販売額の10％以
上の増加
（10.1％増加)

194
(りんご生食

用)

213
(りんご生食

用)

0.911
(りんご生食

用)

277,429円
/10a

（りんご生
食用：

110,562円
/10ａ、りん
ご加工用：
124,637円
/10ａ、加工
品：40,192

円
/10ａ、販売
手数料：
2,038円
/10ａ）

　取組主体及び
受益者の確定申
告書等、りんご
関係の販売金額
が分かる関係書
類を基に、10a当
たりの販売金額
を算出し、現状
値との比較によ
り検証する。

－
288,230円
/10ａ 17.8

りんご(生食
用)109,390kg

りんご(加工原
料用)

344,502kg

りんご加工品
25,386個

販売手数料収入
関係

28,337kg

りんご(生食用)
197円/kg

りんご(加工原料用)
64円/kg

りんご加工品
385円/個

販売手数料収入関係
13円/kg

－

りんご(生食用)
218円/kg

りんご(加工原
料用)
57円/kg

りんご加工品
332円/個

販売手数料収入
関係

42円/kg

－

304,478円
/10ａ

（りんご生食
用：116,346円
/10ａ、りんご

加工用：
114,397円
/10ａ、加工
品：73,007円
/10ａ、販売手
数料：728円
/10ａ）

17.8

りんご(生食用)
91,900kg

りんご(加工原料
用)

329,000kg

りんご加工品
38,845個

販売手数料収入
関係

3,000kg

りんご(生食用)
225円/kg

りんご(加工原
料用)

62円/kg

りんご加工品
335円/個

販売手数料収入
関係

43円/kg

鰺ヶ沢町果
樹産地協議
会

2-22-1
上建石
地　区

果樹
(りんご)

高齢化等による労
力不足への対応や
販売拡大のため透
過型センサ搭載の
りんご選果機を導
入し、
①選果作業の省
力・効率化
②G.GAP活用による
国内外へのりんご
販売に向けた品
質・等級別の選別
③業務用加工原料
りんごの用途別出
荷
の実現により販売
額の10％以上の増
加を実現する。

販売額の10％以
上の増加
（10.64％増加）

275,195円
   /10a

17.8

りんご(生食用)
90,174kg

りんご(加工原
料用)

304,348kg

りんご加工品
35,314個

販売手数料収入
関係

2,566kg



H27 ha R1 ha R2 ha
円
/kg

円
/kg

H27 ha R1 ha R2 ha
円
/kg

円
/kg

H27 ha kg
円
/kg

R1 ha kg
円
/kg

R2 ha kg
円
/kg

H27 ha H30 ha R2 ha
円
/10
a

円
/10
a

H27 ha H30 ha R2 ha
円
/㎏

円
/㎏

H28 ha R2 ha R2 ha
円
/kg

円
/kg

R3評価

ながいも
1.465

にんにく
1.160

だいこん
1.156
ごぼう
1.197

にんじん
0.832

キャベツ
0.948
ねぎ
1.059

245,913円
/10a

　農業者の青色
申告決算書等か
ら所得を算出し
検証する。

100.0%

　本事業を用いて産地とし
て高性能機械を導入したこ
とにより、適期作業が図ら
れたことから、所得が向上
した。

　高性能なトラクターや収穫
機等の導入により所得額が増
加し、成果目標を達成するこ
とができた。要因は、高性能
機械の導入により作業効率が
向上し、生産コストを低減で
きたことによる。　今後は、
農業委員会や農地中間管理機
構を活用して面積拡大を図る
とともに、事業効果が継続し
て産地が維持されるよう指導
する。なお、面積拡大の目標
を達成できなかった経営体に
ついては、農地中間管理機構
及び農業委員会を通した農地
の貸借が積極的に行われな
かったために、目標を達成す
るには至らなかった。今後、
機構及び委員会を有効活用
し、積極的に農地の増加に努
めることとする。個別に所得
増加の目標を達成できなかっ
た経営体については、収量の
増加が滞ったためと考えられ
るので、各々の生産作物に
沿った収量増加の方法を関係
機関と協議しながら所得の向
上に努めることとする。

－ － －

ながいも
438

にんにく
1,715

だいこん
104

ごぼう
225

にんじん
154

キャベツ
92

ねぎ
342

ながいも
299

にんにく
1,479

だいこん
90

ごぼう
188

にんじん
185

キャベツ
97
ねぎ
323

100.9 － － －
86,721円

/10a
88.7

56,364円
   /10a

82.4 － － －
62,929円
/10a

三沢市担い
手育成総合
支援協議会

1-28-1 塩釜地区

露地野菜
（ながい
も、ごぼ
う、だいこ
ん、にんじ
ん、にんに
く、キャベ
ツ、ねぎ）

高性能機械の導入
による作業効率の
向上、規模拡大に
伴う中心的経営体
への集積、栽培マ
ニュアルに基づく
施肥管理の徹底を
推進することによ
り、生産コストの
低減を図る。

所得額の10％以
上の増加
（11.6%増加）

0.0%

　今後も適正着果や病害虫
防除等、基本技術の励行や
組合員同士での情報交換・
研修と平行して黒星病発生
園地に隣接する園地につい
ては徹底した防除を実践し
高品質生産に努めていくこ
とが必要と思われる。

　最新のスピードスプレイ
ヤー等の導入により作業効率
は向上したが、成果目標の達
成には至らなかった。
　要因は、コロナ禍による契
約取引量の減少や離農者に起
因する取組面積の減少によ
る。
　今後も、担い手への園地集
約等による面積拡大を図ると
ともに、良品生産による販売
額向上に向けた効率的な防除
対策を徹底するよう指導す
る。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

209 213 0.981
527,262円

/10a

　現状値、実績
値は組合員の確
定申告書等販売
金額がわかる関
係書類で確認
し、10ａ当たり
販売金額を算出
する。

－
537,475円

/10a
14.15 － － －－ －

597,681円
/10a

21.0 － －

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

鶴田町果樹
産地協議会

2-25-3
大性共同
防除地区

果樹
(りんご)

高性能なスピード
スプレーヤーの導
入により防除面積
及び組合員の経営
規模の拡大を図る
ことに加え品質向
上を図り、販売金
額の10％以上のを
増加を実現する。

販売額の10％以
上の増加
（10.0%増加）

543,346円
/10a

17.4 －

0.981
614,552円

/10a

　現状値、実績
値は組合員の確
定申告書等販売
金額がわかる関
係書類で確認
し、10ａ当たり
販売金額を算出
する。

0.0%

　老木による数量減少が新
たな課題となっているた
め、年10本づつ更新を始め
ている。
　また、ＧＡＰを売りにし
て、ネット販売と仲買い業
者を通じての販売（イオン
グループ福島で購入）して
おり（割合は半々）、消費
者の反応も好評でリピート
購入もあるのことである。
　今後も、数量確保、営業
努力、高品質生産により、
今後の販売額増への改善が
見込まれる。

　最新のスピードスプレイ
ヤー等の導入により作業効率
は向上したが、成果目標の達
成には至らなかった。
　要因は、コロナ禍による契
約取引量の減少や離農者に起
因する取組面積の減少によ
る。
　今後も、担い手への園地集
約等による面積拡大を図ると
ともに、良品生産による販売
額向上に向けた効率的な防除
対策を徹底するよう指導す
る。

－ － － 209 21310.0 － － －
626,455円

/10a
6.7

648,126円
/10a

1.8 － － －
712,939円

/10a
鶴田町果樹
産地協議会

2-25-2 共栄地区
果樹
(りんご)

高性能なスピード
スプレーヤーの導
入により防除面積
及び組合員の経営
規模の拡大を図る
ことに加え品質向
上を図り、販売金
額の10％以上のを
増加を実現する。

販売額の10％以
上の増加
（10.0%増加）

R2評価済み
R3再評価

契約栽培のた
め、価格補正
は、行わな
い。

－ －

　現状値、実績
値とも出荷伝
票、取引数量に
関する帳簿及び
「需要に応じた
米生産の推進に
関する要領」の
規定に基づく各
種書類（新規需
要米取組計画
書、区分管理計
画書、新規需要
米出荷契約数量
等農業者別一覧
表、新規需要米
生産出荷数量一
覧表、新規需要
米売渡数量報告
書等）から10ａ
当たり販売額を
算出する。

19.6%

　取組面積の拡大が進ま
ず、収量性が低いため、成
果目標は達成できなかっ
た。
　きめ細かい栽培管理を行
うためには、主食用水稲と
の作業競合が生じないWCS
用稲の作業体系を構築する
必要があり、作付面積全体
に占める直播栽培の割合の
更なる向上が求めらる。
　今後は、さらに直播栽培
面積の拡大と成果目標の達
成のため、収量向上に結び
付く栽培技術、栽培体系の
構築が必要である。

　高性能なトラクター等を導
入したが、成果目標の達成に
は至らなかった。
　要因は、主食用水稲との作
業競合を回避する策として取
り組んでいる直播栽培の収量
が、移植栽培と比較して低い
ことによる。
　今後は、直播栽培の収量向
上を図るため、細やかな栽培
管理や既存技術の見直し、新
たな技術の開発など、これら
の技術を組み合わせた効率的
な作業体系を開発し、成果目
標の達成に向けて取り組んで
いくよう指導する。

514,760 20.0 － － －40.0 684,000 33 －
50,860円

/10a
20.2

49,500円
/10ａ

21.3 399,162 26.4 －
56,430円
/10a

0.0%

　コロナウイルスの拡大等
により、契約取引量が減少
し目標を達成できなかっ
た。
　引き続き高品質りんごの
生産を目指す。
　離農者が出たことで取組
面積が減少したが、担い手
への園地集約などにより維
持できるよう支援してい
く。

　最新のスピードスプレイ
ヤー等の導入により作業効率
は向上したが、成果目標の達
成には至らなかった。
　要因は、コロナ禍による契
約取引量の減少や離農者に起
因する取組面積の減少によ
る。
　今後も、担い手への園地集
約等による面積拡大を図ると
ともに、良品生産による販売
額向上に向けた効率的な防除
対策を徹底するよう指導す
る。

R2評価済み
R3再評価

鶴田町農業
再生協議会

1-25-1 鶴田南
稲
(直播、WCS
用稲)

ホールクロップ収
穫（１台追加)、ト
ラクター（セミク
ローラ）、ラッピ
ングマシーン、マ
ニアスプレッ
ダー、ローダー
（ペールグラブ、
１台分追加）の導
入による湛水直播
栽培方式による高
品質・多収栽培技
術の確立と農地中
間管理事業を利用
した農地の集積に
より、販売金額の
10％以上の増加を
実現する。

販売額の10％以
上の増加
（14.0%増加）

222 213 1.042
487,069円

/10a

　組合員の確定
申告書の写し等
の販売金額がわ
かる関係書類を
もとに10ａ当た
りの販売金額を
算出する。

－
467,437円

/10a
22.5 － － －－ －

588,634円
/10ａ

30.0 － －

R2評価済み
R3再評価

板柳町農業
再生協議会

2-24-3
下常海橋
共同防除
地区

果樹
(りんご)

高性能なスピード
スプレーヤーの導
入により防除面積
及び組合員の経営
規模の拡大を図る
ことに加え果実品
質向上と競争力の
ある品種の生産拡
大により販売金額
の10％以上の増加
を実現する。

販売額の10％以
上の増加
（10.2%増加）

534,236円
/10ａ

30.0 －

1.042
516,328円
/10ａ

　組合員の確定
申告書の写し等
の販売金額がわ
かる関係書類を
もとに10ａ当た
りの販売金額を
算出する。

100.0%

　目標は達成した。
　今後も、基本技術の励行
に努め、高品質・安定生産
に取り組む。

　最新のスピードスプレイ
ヤー等の導入により販売額が
増加し、成果目標を達成する
ことができた。
　要因は、高性能機械の導入
により適期防除が可能とな
り、高品質なりんご生産を実
現できたことによる。
　今後も、事業効果が継続し
て産地が維持されるよう指導
する。

－ － － 222 21322.5 － － －
495,516円
/10ａ

24.8
469,186円

/10ａ
22.5 － － －

516,106円
/10ａ

板柳町農業
再生協議会

2-24-2

丸飯・飯
田新農共
同防除地
区

果樹
(りんご)

高性能なスピード
スプレーヤーの導
入により防除作業
の省力化に伴う組
合員の経営規模の
維持・拡大及び防
除作業面積の拡大
を図ることに加え
果実品質向上と競
争力のある品種の
生産拡大により販
売金額の10％以上
の増加を実現す
る。

販売額の10％以
上の増加
（10.0%増加）



H28 ha R2 ha R2 ha
円
/kg

円
/kg

H28 ha R2 ha R2 ha
円
/kg

円
/kg

H28 ha R2 ha R2 ha
円
/kg

円
/kg

100.0%

　産地の取組主体による面
積拡大の伸び率は十分であ
り、高能率機械導入により
所得向上効果が表れてい
る。
　作業能率の高い機械を使
用することにより、適期作
業が図られたことから、所
得が向上した。

　高性能な収穫機やブームス
プレーヤ等の導入により所得
額が増加し、成果目標を達成
することができた。
要因は、高性能機械の導入に
より収穫・防除作業等の効率
が向上し、経営農地の規模を
拡大できたことによる。今後
も、事業効果が継続して産地
が維持されるよう指導する。
なお、面積拡大の目標を達成
できなかった経営体について
は、農地中間管理機構及び農
業委員会を通した農地の貸借
が積極的に行われなかったこ
とが要因と考えられることか
ら、今後、農地中間管理機構
等を利用し農地確保を指導す
るほか、輪作体系を見直し対
象作目の作付面積を増加させ
るよう指導を行っていく。
　また、所得増加目標未達に
ついては、R2年の夏期高温に
よる品質低下等が要因である
ため、品質向上策とコスト部
分の精査による所得増加を基
本に指導を継続する。

R3評価

ながいも
317

にんにく
1,745
大根
81

ごぼう
163

キャベツ
6

ながいも
299

にんにく
1,479
大根
90

ごぼう
188

キャベツ
97

ながいも
1.060

にんにく
1.180
大根
0.900
ごぼう
0.867

キャベツ
0.701

128,682円
/10a

　農業者の青色
申告決算書等か
ら検証

－
32,591円

/10a

合計
138.7

ながいも
39.4
ごぼう
25.0
大根
66.1

きゃべつ
8.2

－ － －－ －
82,623円
/10a

合計
115.7

ながいも
28.2
ごぼう
27.4
大根
56.1

きゃべつ
4.0

－ －

R3評価

東北町地域
担い手育成
総合支援協
議会

1-33-10 乙部地区

露地野菜
（ながい
も、だいこ
ん、ごぼ
う、キャベ
ツ）

高性能機械の導入
による作業効率の
向上、規模拡大に
伴う中心的経営体
への集積、栽培マ
ニュアルに基づく
施肥管理の徹底を
推進することによ
り、所得額の１
０％以上の増加を
図る。

所得額の10％以
上の増加
（10.2%増加）

75,007円
/10a

合計
108.6

ながいも
27.1
ごぼう
26.9
大根
53.1

きゃべつ
1.5

－

ながいも
1.060

にんにく
1.180
大根
0.900
ごぼう
0.867

キャベツ
0.701

163,965円
/10a

　農業者の青色
申告決算書等か
ら検証

100.0%

　産地全体の面積拡大目標
に対しては目標を超える作
付面積を確保できている。
　作業性能の高い機械を使
用することで、適期作業が
図られたことから、所得が
向上した。

　高性能な乗用管理機やブー
ムスプレーヤ等の導入により
所得額が増加し、成果目標を
達成することができた。要因
は、高性能機械の導入により
収穫・防除作業等の効率が向
上し、経営農地の規模を拡大
できたことによる。今後も、
事業効果が継続して産地が維
持されるよう指導する。
　なお、面積拡大の目標を達
成できなかった経営体につい
ては、農地中間管理機構及び
農業委員会を通した農地の貸
借が積極的に行われなかった
ことが要因と考えられること
から、今後、農地中間管理機
構等を利用し農地確保を指導
するほか、輪作体系を見直し
対象作目の作付面積を増加さ
せるよう指導を行っていく。
また、所得増加目標未達につ
いては、R2年の夏期高温によ
る品質低下等が要因であるた
め、品質向上策とコスト部分
の精査による所得増加を基本
に指導を継続する。

－ － －

ながいも
317

にんにく
1,745
大根
81

ごぼう
163

キャベツ
68

ながいも
299

にんにく
1,479
大根
90

ごぼう
188

キャベツ
97

合計
68.0

ながいも
17.6
ごぼう
25.5
大根
15.6

にんじん
4.8

にんにく
4.5

－ － －
48,062円

/10a

合計
74.5

ながいも
22.8
ごぼう
24.1
大根
16.5

にんじん
5.1

にんにく
6.0

たまねぎ
0

125,878円
/10a

合計
63.2

ながいも
16.7
ごぼう
23.1
大根
15.0

にんじん
4.8

にんにく
3.6

－ － －
141,012円

/10a

100.0%

　産地の取組主体による面
積拡大の伸び率は鈍化傾向
ではあるが、目標値以上の
作付面積となっている。
　作業性能の高い機械を使
用することにより適期作業
が図られたことから所得が
向上した。

　高性能なトラクターや収穫
機等の導入により所得額が増
加し、成果目標を達成するこ
とができた。要因は、高性能
機械の導入により作業効率が
向上し、経営農地の規模を拡
大できたことによる。今後
も、事業効果が継続して産地
が維持されるよう指導する。
　なお、面積拡大の目標を達
成できなかった経営体につい
ては、農地中間管理機構及び
農業委員会を通した農地の貸
借が積極的に行われなかった
ことが要因と考えられること
から、今後、農地中間管理機
構等を利用し農地確保を指導
するほか、輪作体系を見直し
対象作目の作付面積を増加さ
せるよう指導を行っていく。
また、所得増加目標未達につ
いては、R2年の夏期高温によ
る品質低下等が要因であるた
め、品質向上策とコスト部分
の精査による所得増加を基本
に指導を継続する。

R3評価

東北町地域
担い手育成
総合支援協
議会

1-33-9
中村・五
十嵐地区

露地野菜
（ながい
も、だいこ
ん、ごぼ
う、にんじ
ん、にんに
く）

高性能機械の導入
による作業効率の
向上、規模拡大に
伴う中心的経営体
への集積、栽培マ
ニュアルに基づく
施肥管理の徹底を
推進することによ
り、所得額の１
０％以上の増加を
図る

所得額の10％以
上の増加
（12.0%増加）

ながいも
317

にんにく
1,745
大根
81

ごぼう
163

キャベツ
68

ながいも
299

にんにく
1,479
大根
90

ごぼう
188

キャベツ
97

ながいも
1.060

にんにく
1.180
大根
0.900
ごぼう
0.867

キャベツ
0.701

92,717円
/10a

　農業者の青色
申告決算書等か
ら検証

－
13,207円

/10a

合計
356.3

ながいも
99.3
ごぼう
29.2
大根
179.7

にんじん
3.7

にんにく
37.8

きゃべつ
3.5

たまねぎ
3.2

－ － －－ －
81,973円
/10a

合計
345.9

ながいも
83.2
ごぼう
36.6
大根
185.1

にんにく
33.1

きゃべつ
4.9

たまねぎ
3.0

－ －

東北町地域
担い手育成
総合支援協
議会

1-33-8
滝沢平地
区

露地野菜
（ながい
も、だいこ
ん、ごぼ
う、にんに
く、キャベ
ツ、たまね
ぎ）

高性能機械の導入
による作業効率の
向上、規模拡大に
伴う中心的経営体
への集積、栽培マ
ニュアルに基づく
施肥管理の徹底を
推進することによ
り、所得額の１
０％以上の増加を
図る。

所得額の10％以
上の増加
（10.5%増加）

74,188円
/10a

合計
324.4

ながいも
80.0
ごぼう
34.7
大根
175.9

にんにく
31.5

きゃべつ
2.3

－


